
この度，社団法人 日本補綴歯科学会理事長の

重責を担わせていただくことになりました．皆様

のご支援をいただきながら，一所懸命に務めさせ

ていただく所存であります．学会の法人化は小林

義典元会長の時代から進められ，大山初代理事長

の強い指導力で成就しました．私たちは今，新し

い時代に入ったのです．社団法人として社会・公

益活動の主体となり，良き部分を継承しながら絶

えざる改革を進めていく必要があります．

私たちはまず，歯科補綴学と補綴臨床が国民の

健康とQOLに最も重要な責任と役割を担ってい

ることを再確認したいと思います．本学会の使命

である「健康科学に立脚して国民の顎口腔系の損

なわれた形態や機能を回復し，それらを通じて健

康を管理し，QOLの向上・維持に貢献すること」

を全会員で共有し，胸中に補綴スピリッツを蘇ら

せましょう．

社会の要請には，優先課題の研究・臨床プロ

ジェクトを推進します．歯科補綴学の深化に加

え，脳科学，老年学，睡眠学，再生医学，ゲノム

バイオインフォマティックス，臨床疫学などの領

域を包含する新たな枠組みと，国民の利益にかな

う「歯科補綴の価値」を創生しましょう．社会の

国際化に対応して，海外との学会共催や交流，本

年達成した補綴誌のMEDLINE収載に続いて，英

文誌のMEDLINE収載や Impact Factor取得も進

めます．

一方，研究者と臨床家がともに集い活発に討論

する学術大会を盛り上げましょう．来年から年1

回となる本部大会には，皆様のさらに積極的な参

加をお願いします．また支部大会支援も充実させ

ます．発表での研 に加え，市民フォーラムや生
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